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〈施政方針要旨〉

～はじめに～

　昨年５月の市長選挙におい

て、市民の皆さんからの信任

により、２期目の市政運営に

当たることとなってから、９

か月となります。この間、皆

さんからの多大なるご指導、

ご協力をいただいたことに改

めてお礼を申し上げます。

　今後も刻々と変わる社会情勢に注視をしなが

ら、市のため、市民のために、最善を尽くすこと

が私に課せられた使命です。市長２期目の市政運

営を進めていくにあたり、市長１期目の評価や今

後への期待を重く受け止め、第４期総合計画に掲

げる目指すべきまちの都市像「このまちが好き　

夢かなうまち　福生」の実現に向け、全力で市政

運営に取り組んでいきます。

　また、長年、市の行政及び教育行政に尽力され

た坂本昭前副市長、宮城眞一前教育長の両氏が退

任し、2012 年７月からは村山副市長を、そして

2013 年１月から川越教育長を任命しました。この

新体制による執行機関をよろしくお願いします。

〈市の重要な課題に対する考え〉

①人口減少への対応と定住化対策について

　福生市は他市よりも早く人口減少の傾向が表

れ、平成 14 年をピークに減少に転じています。

そこで、人口減少対策や定住化対策の調査・研究

とともに、交流人口増加策と兼ねて、まちの魅力

の発信、及び活性化施策を進めてきました。新年

度からは、定住化対策のうち、企画立案や調査研

究の所管を企画財政部に移し、今までの成果をも

とに、更に推進します。

　今後も人口推移の動向を注視しながら、施策の

充実を図り、人口減少に歯止めをかけるとともに、

有効的な施策を展開するため、さらに研究を進め、

人口減少と定住化対策に取り組みます。

②災害に強い安全安心なまちづくりについて

　東日本大震災から２年が経過しようとしていま

す。現在も、31 万人を超える方々が、避難所や仮

設住宅で不自由な生活をされ、或いは親族や知人

を頼り、住み慣れた土地を離れて生活をされてい

ます。被災者の皆さんには心からお見舞いを申し

上げ、早く元の生活に戻れること

を願っています。

　東日本大震災以降、災害に強い

まちづくりに対する期待は大きい

ものがあります。今年度実施した市政世論調査に

おいて、特に力を入れてほしい施策の第 1位は「地

震などの防災対策」で、30.8％、平成 21 年度の

調査結果と比較しますと 13.1 ポイントの増でし

た。この数値を見ても、災害対策をさらに充実さ

せる必要があります。現在、福生市地域防災計画

の修正作業を進めていますが、東京都地域防災計

画及び多摩直下地震や立川断層帯地震等による被

害想定等を踏まえ、現実に即した実効性のあるも

のに改定します。

　これに関連して、新学校給食センターの建設に

ついて報告します。市では、横田基地南側にある

福東地域の一部を、大規模地震発生時の防災拠点

と位置づけ、当該地域内に所在する公園、野球場

を防災へリポートなどの活動拠点のほか、当該地

域内に災害時対応施設の整備を考えています。こ

の災害時対応施設には、避難所、災害備蓄倉庫、

災害時炊き出し施設などの総合的な機能を併せ持

つ防災施設を含み、平時は、学校給食センターと

して利用する考えでいます。その建設候補地とし

て、防衛省所管の行政財産の活用を考えており、

現在、防衛省にお願いしています。

③行政改革の推進について

　今後とも分権型社会に対応した、自立した自治

体を目指します。行財政面では、引き続き歳入の

確保に取り組み、市民サービスの維持、向上に努

めながら、健全な財政運営を行い、今後想定され

る新たな歳出負担や経費の増加などに備え、自ら

も財源確保に取り組むなど、名実ともに自立した

基礎自治体経営を目指します。そのためにも、さ

らなる行政改革を推進するとともに、既存事業の

見直しを行いつつ、市民生活に直結する重要な事

業などには、積極的、かつ効果的に財源を投入す

るなど、選択と集中の理念を持って進めます。

　一方、市職員には、分権型社会における地方自

治の担い手としての意識改革と、政策立案能力の

向上に努める必要があることから、職員の能力向

上を図ります。

④横田基地の問題について

　2012 年３月、航空自衛隊航空総隊司令部及び関

連部隊が、府中基地から移転し、航空自衛隊横田

基地の運用が開始されました。

　これに伴い、福生市に数多くの隊員及び家族の

方が住民登録をしています。新たに市民になられ

た自衛隊員の方々には、市の良さを発見してもら

い、今後も住み続けていただきたいと思います。

　基地交付金について申し上げると、この度新た

に建設された自衛隊施設は、法律上、基地交付金

の対象資産になっていません。

　しかし、この度の自衛隊の移転は、米軍再編の

一環として行われたものであるため、米軍が使用

する施設と同様、自衛隊施設においても基地交付

金の対象とするよう、総務省に要望しました。今

後も日米共同運用の趣旨に鑑み、引き続き要望し

ていきます。

　また、横田基地の態様の変化を注視し、市民の

安全・安心を守ることを最優先に考え、国に対し

ては主張すべきはしっかりと主張していきます。

⑤平成 25 年度予算について

　予算編成は、市税等、自主財源が少ない状況で

はありますが、将来の財政需要への対応を考慮し

た、長期的な視点に立って編成しました。

　歳入では、市税等の収納強化に引き続き取り組

むとともに、税外収入確保のための方策を検討し、

歳出では、既存の事務事業について、社会情勢の

変化や費用対効果を精査のうえ、廃止、事業方法

の変更を検討しました。また、経常経費の削減に

取り組むなど、可能な限り歳出抑制に努めました。

　このように、歳入の確保、歳出の削減に努める

とともに、財政調整基金の取り崩しや、臨時財政

対策債の借り入れを可能な限り圧縮しましたが、

収支に不足が生じ、市民サービスを維持しつつ、

効果的な事業を実施するため、臨時財政対策債

５億円を借り入れて不足する財源を補てんし、収

支の均衡を図ることにしました。

　人口減少や経済活動が縮小する中で、いかにし

て財政の健全化を保つかがこれからの大きな課題

です。今不足する財源に補てんする借金は最小限

にとどめ、財政上の体力維持に努めます。

　一般会計の新年度予算の規模は、前年度比で 3

億 4,700 万円、1.6％減の 217 億 3,000 万円です。

　歳入は、市税収入が 1.1％、8,482 万 8千円の増

額としました。これは、市たばこ税の 6,000 万円の

増と、航空自衛隊航空総隊司令部等の横田基地移転

に伴い、隊員が転入したことによる市民税約 2,500

万円の増を見込んでいます。地方交付税は3.6％、1

億 100万円の減額、国庫支出金は、防衛施設周辺道

路整備事業国庫補助金の減はありますが、生活保護

費負担金等の増により、全体では0.6％、2,498 万 9

千円の増額、都支出金では、選挙費委託金の増があ

るものの、すみれ保育園の建設が完了したことに伴

う保育所緊急整備事業補助金などの減により、全体

では2.7％、8,751万 2千円の減額となっています。
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平成 25年度施政方針平成 25年度施政方針
　平成 25年度予算案などを審議する第1回福生市議会定例会に
おいて、加藤市長が施政方針を述べましたので、お知らせします。
　なお、文章は紙面に合わせ編集をしています。全文は市ホー
ムページに掲載しています。
【問合せ】企画調整課企画調整担当☎ 551・1528


